
港

湊

零
、
湊
と
港

は
こ

〇
風
景
を
漕
ぶ

　

浅
草
全
体
が
場
づ
く
り
の
対
象
で

あ
り
、
住
民
同
士
が
主
体
と
な
っ
て

景
を
創
出
し
て
段
階
的
な
プ
レ
イ
ス

メ
イ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
。

　

以
前
の
浅
草
は
、
本
来
広
場
で
な
い
広

小
路
や
道
路
中
心
の
区
画
を
利
用
し
て
仮

設
的
に
広
場
化
を
行
い
、
空
間
に
伸
縮
性

の
あ
る
自
由
な
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
。

一
、
湊
と
浅
草

　

内
陸
に
水
路
を
引
き
、
小

さ
い
湊
で
あ
る
河
岸
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
中
に

商
業
文
化
が
浸
透
し
た
。

　

東
京
は
浅
草
湊
を
含
め
る
三
湊
か
ら
始
ま
っ
た
。

特
に
浅
草
は
ヒ
ト
や
日
用
品
、
職
人
道
具
が
集
ま
り

栄
え
た
湊
ま
ち
で
あ
っ
た
。

〇
は
じ
ま
り
の
湊

〇
浅
草
の
場
づ
く
り

〇
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
の
置
き
換
わ
り

関
東
大
震
災

東
京
大
空
襲

行
政
主
導
の
効
率
性
を
求
め
た

区
画
整
理
と
ま
ち
づ
く
り

狭
義
の
浅
草(

観
光
地)

に
焦
点

が
当
た
る
よ
う
に
な
る

二
、
課
題
「
紡
が
れ
な
い
風
景
」

江
戸
湊

浅
草
湊

品
川
湊

浅
草
寺

武
蔵
野
台
地

浅
草
湊

隅
田
川

浅
草
河
岸材

木
町
河
岸

行
政
主
導
の
効
率
性

重
視
な
ま
ち
づ
く
り

行
政

暮
ら
し

造
る

ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

ま
ち

住
民

住
民

住
民

住
民

 

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
が
住
民
か
ら
行
政
に
置
き
換
わ
っ
た
こ
と
で
、
住
民
主
体

の
仕
組
み
と
場
づ
く
り
を
行
う
物
理
的
空
間
が
喪
失
し
た
。

場
づ
く
り
の
仕
組
み
の
喪
失

物
理
的
空
間
の
縮
小

ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

住
民
主
体
の
段
階
的
な

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ

住
民

住
民

住
民

住
民

暮
ら
し

造
る

ま
ち

俺
た
ち
の
ま
ち
だ
！

浅
草
湊
と
河
岸

（
一
部
抜
粋
）

武
蔵
野
台
地

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
湊
の
浅
草
ら
し
さ
が

ま
ち
全
体
に
浸
透
し
た
。

三
、
提
案
「
風
景
を
漕
ぶ
湊
」

風
景
が
漕
ば
れ
巡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
点
在
す
る
景
が
連
続
し
た
も
の
と
な
り
、

                     　

  

段
階
的
に
浅
草
の
主
体
的
な
場
づ
く
り
の
景
が
育
ま
れ
て
い
く
。

壱
、
湊
に
漕
ぶ

　

現
在
の
浅
草
に
散
ら
ば
る

要
素
が
湊
に
集
ま
る
。
伸
縮

性
に
よ
っ
て
要
素
を
用
い
た

自
由
な
場
づ
く
り
の
風
景
が

生
ま
れ
る
。

弐
、
河
岸
に
漕
ぶ

　

し
く
み
と
要
素
の
共
通

認
識
が
場
づ
く
り
の
風
景
と

し
て
湊
か
ら
散
っ
て
河
岸
に

集
ま
る
。
河
岸
各
々
の
特
徴

に
よ
っ
て
細
や
か
な
地
域
性

の
あ
る
風
景
が
生
ま
れ
る
。

参
、
個
人
に
漕
ぶ

　

地
域
性
の
あ
る
景
が
河

岸
か
ら
散
っ
て
個
人
に
還

る
。
各
々
の
個
性
と
同
一

テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
風
景
の

点
在
が
生
ま
れ
る
。

〇
伸
縮
す
る
湊

　

伸
縮
す
る
湊
と
河
岸
を
置
く
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
周
辺
環
境
が
用
途
ご

と
に
合
わ
せ
た
自
由
な
場
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
、
浅
草
ら
し
い
主
体
的
な
場
づ
く
り

の
景
が
生
ま
れ
る
。

周辺環境

オープンス
ペース

周辺環境

オープン
スペース

伸
縮
し
あ
う
こ
と
で

自
由
な
場
づ
く
り
が

可
能
に
な
る
。

・
湊
…
…
浅
草
湊
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
隅
田
公
園
に
設
定
す
る
。

・
河
岸
…
半
径4

0
0
-
8
0
0
m

間
隔
で
内
陸
の
地
域
性
あ
る
空
間
に
設
定
す
る
。

　

四
、
対
象
地

千
束
、
袋
小
路

松
葉
公
園

鳥
越
神
社

山
谷
堀
緑
道

　

河
岸
の
間
隔
は
住
民
が
都
市
環
境
に
お
い
て
快
適
に
暮
ら
せ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
近
隣
住
区
論
の
小
学
校
の
距
離
を
指
標
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
歩
行
の
み
で
日
常
を
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
距
離
で
あ
る
。

新
し
い
湊
の
定
義

隅
田
公
園

　

湊
は
単
に
船
着
き
場
と
し
て
の
意
味
だ
け
で

は
な
く
、
「
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
集
ま
っ
て
散
る
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
。

　

個
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
東
京
の
ま
ち
に
新

し
い
湊
の
形
を
提
案
す
る
。

・
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
れ
ず
自
由
な
思
い
が
風
景
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

・
時
間
を
か
け
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
記
憶
・
要
素
の
喪
失
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

浅
草
住
民
の
個
人
単
位
に
お
い
て
風
景
の
要
素
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
仕
組
み

と
場
の
損
失
を
う
け
、
か
つ
て
の
浅
草
ら
し
い
自
由
な
風
景
は
喪
失
し
都
市
の
画
一

化
さ
れ
た
風
景
が
広
が
る
。

現
在
の
風
景

観
光
地
と
し
て
認
識

住
民
に
と
っ
て
の
認
識

主
体
の
思
い
や
要
素

は
住
民
に
残
る
が
そ

れ
が
風
景
と
し
て
現

れ
て
い
な
い
こ
と
で
、

内
外
で
の
認
識
の
差

を
生
ん
で
い
る
。

認
識
の
差

今
残
る
要
素
も

失
わ
れ
る
可
能
性

0.50 １
(km)S=1:22000

「
住
民
主
体
の
自
由
な
場
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
対
象
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
全
体
に
風
景
を
運
ぶ
手
段
で
あ
る
。
」

湊
河
岸

個
人

〇
千
束
袋
小
路　

六
、
河
岸
に
漕
ぶ

個
人
植
栽

稲
作
の
歴
史

退
去
者
が
残
し
た
植
木
の
再
利
用
や
、
千
束
に
由
来
す
る
稲

を
用
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
小
規
模
農
業
を
実
施
。

風
景

要
素

隅
田
公
園

●
九
〇
三
シ
テ
ィ

フ
ァ
ー
ム
推
進
協
議
会

・
稲
と
陸
稲
の
生
育
管
理

・
維
持
管
理

・
花
苗
、
プ
ラ
ン
タ
ー
配
布

●
花
の
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
プ
ラ
ン
タ
ー
稲
作

小
規
模
稲
作

日
陰
で
も
陸
稲

の
栽
培

●
住
民

●
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
経
営
研
究
所

・
空
き
家
活
用
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施

・
空
き
家
ス
ぺ
ー
ス
へ
の
植
栽
計
画

し
く
み

移
動
式
の
プ
ラ
ン
タ
ー

へ
自
由
に
植
え
付
け

●
住
民

集
会
所
の
役
割

行
事

風
景

●
東
三
筋
町
会

●C
o
C

o
k
u
ra

・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

　

維
持
管
理

隅
田
公
園

・
他
行
事
へ
の
空
間
提
供

・
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の

維
持
管
理
、
回
収
と

配
布

●
親

行
事
の
際
に
子
供

を
見
守
れ
る
内
外

一
体
の
集
会
所

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
自
由

な
移
動
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
に
伸
縮
性

●
会
社
員

屋
外
に
伸
縮
性
の
あ
る

集
会
所
で
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出

●
住
民

ふ
す
ま
を
利
用
し
た
集
会
所
構
造
と
仮
設
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
に
よ
っ

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
神
社
に
伸
縮
性
を
も
た
ら
す
。

〇
鳥
越
神
社

●
東
三
筋
町
会

・
催
事
の
運
営

・
仮
設
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

の
維
持
管
理

し
く
み

か
っ
ぱ
橋
伝
統
道
具

防
災
意
識

隅
田
公
園

●
自
主
防
災
組
織

・
生
活

×
防
災
の
仕
組
み

・
各
防
災
拠
点
と
の
連
携
主
体

●
合
羽
橋
商
店
街
振
興
組
合

・
他
商
店
街
と
の
共
同
出
店
等

に
よ
る
連
携
の
増
進

・
道
具
作
り
体
験
の
実
施

伝
統
道
具
と
野
菜
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
。
五
十
二
小
公
園

の
特
性
を
活
か
し
た
小
学
校
と
の
連
携
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
。

風
景

し
く
み

〇
松
葉
公
園

竹
林
の
維
持
管
理

伐
採
後
の
空
間
の

広
が
り

●
シ
ル
バ
ー
人
材

要
素

・
野
菜
栽
培
の
管
理

・
小
学
校
と
の
栽
培
連
携

●
九
〇
三
シ
テ
ィ
フ
ァ
ー

　

ム
推
進
協
議
会

か
ま
ど
ベ
ン
チ
で

休
息
・
食
・
防
災

用
途
の
変
化

●
住
民

野
菜
栽
培
と
商
店

街
の
道
具
を
使
用

し
た
食
の
体
験

●
松
葉
小
学
校

要
素

旧
用
水
路
を
活
か
し
た
雨
庭
に
よ
る
一
時
的
な
緑
道
の
水
景
、
景
石

ベ
ン
チ
を
利
用
し
た
植
木
市
の
開
催
と
休
息
場
の
伸
縮
性
。

個
人
盆
栽

旧
用
水
路
の
歴
史

風
景

要
素

し
く
み

●
日
本
盆
栽
協
同
組
合●

台
東
区
役
所
花
と
緑
担
当

・
集
ま
っ
た
盆
栽
の
配
置
計
画

・
盆
栽W

S

の
開
催

・G
I

計
画
の
主
導

・
水
生
植
物
の
維
持
管
理

隅
田
公
園

雨
庭
の
設
置
で
気
候
に

よ
っ
て
歩
行
空
間
が
伸
縮

●
住
民

景
石
が
時
に
は
ベ
ン
チ
、

時
に
は
盆
栽
台
に
休
憩

場
の
伸
縮
性

●
住
民

・
景
石
と
盆
栽
の
維
持
管
理

●
日
本
盆
栽
協
同
組
合

・
盆
栽
市
の
開
催

〇
山
谷
掘
緑
道

平面図①から見た風景

A

A´

湊計画平面図 

①

50m250

五
、
湊
に
漕
ぶ

隅
田
公
園
を
新
し
い
概
念
の
湊
と
し
て
開
き
、
浅
草
に

存
在
す
る
個
性
や
要
素
を
運
び
集
め
る
場
と
な
る
。

〇
伸
縮
性
の
仕
組
み

個
人
の
要
素

浅
草
に
あ
る
既
存
の
管
理
団
体

〇
関
わ
り
の
仕
組
み

道
具
店

家
具
屋

路
地
の
緑

隅
田
公
園

　

さ
く
ら
パ
ー
ト
ナ
ー

花
の
心

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

場づくりの主体性を育む

草
刈
り
の
伸
縮
性

　

刈
る
場
所
を
変
え
る
こ
と

で
自
由
な
空
間
の
大
小
が
伸

縮
す
る
。

　

水
の
上
下
に
よ
っ
て
道
と

し
た
り
景
観
と
し
た
り
動
線

が
伸
縮
す
る
。

　

樹
木
の
木
陰
に
人
が
集
ま

る
特
性
を
活
か
し
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
移
動
に
よ
り
賑
わ
う

場
所
が
伸
縮
す
る
。

雨
庭
の
伸
縮
性

仮
設
の
伸
縮
性

九
〇
三
シ
テ
ィ

フ
ァ
ー
ム
推
進
協
議

場づくりの舞台 商業の舞台 浅草の自然 隅田川

A-A´ 断面図　S=1:400

場づくりの舞台

商業の舞台

浅草の自然

　浅草は従来低湿地であり、緑が少な
いため、既存の樹木は残す。また水位
の満ち引きを活かして水生植物を多く
取り入れる。

　多様な商業が栄える浅草では、商人
同士の連携やつながりが大事であるた
め、商人ら自ら場づくりと商業を行う
舞台を設ける。

　浅草寺からの軸線上に大きく広場
を設け、そこを区民主体で場づくり
を行う対象として計画。設計するに
おいて、湊を浅草のレガシーとして
入江や波の形を参照した。

　

湊
、
河
岸
、
個
人
に
風
景
が
運
ば
れ
巡
り
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
場
づ
り
の
共
通
認
識
を
持
ち
な
が
ら
多
様
な

個
性
が
混
じ
り
合
い
、
段
階
的
に
風
景
が
紡
が
れ
て
い
く
。

七
、
紡
が
れ
る
浅
草
の
風
景

　

忙
し
な
い
東
京
で
は
、
社
会
情
勢
な
ど
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
こ
と
が
ま
ち

づ
く
り
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か
し
風
景
を
漕
ぶ
湊
が
そ
れ
ら
を
受
容
し
な

か
ら
時
代
に
あ
っ
た
浅
草
ら
し
い
風
景
を
紡
ぎ
続
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

人
力
車
で
植
木
鉢
の

　
　
　

野
菜
を
運
ぶ
風
景

ま
ち
な
か
で
道
具
を
売
る
風
景

家
前
の
稲
の
風
景

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を

　
　

移
動
さ
せ
て
休
む
場
を
作
る
風
景

自
転
車
で
石
と

　
　

植
木
鉢
を
運
ぶ
風
景

小
学
校
の
畑
の
野
菜
を

　
　

か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
料
理
す
る
風
景

野
菜
栽
培
に
興
味
を
持
っ
た
風
景

草
刈
り
を
し
て
空
間
を

　
　
　

伸
ば
し
て
い
る
風
景

浅
草
の
自
然
を

　
　

か
み
し
め
る
風
景


